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　はじめに

ハゼ科ヤツシハゼ属魚類 Vanderhorstia は現在，

紅海を含むインド・太平洋から 28 有効種が知ら

れている（Eschmeyer et al., 2017）．日本産ヤツシ

ハゼ属魚類の 1 種であるホオベニオトヒメハゼ

Vanderhorstia puncticeps (Deng and Xiong in Xu et 

al., 1980) は，これまで国内において静岡県大瀬崎，

相模湾，および土佐湾からのみ報告されていた

（Iwata et al., 2007；御宿・瀬能，2011；明仁ほか，

2013）．

2016 年 6 月 4 日に鹿児島県トカラ列島西方か

らホオベニオトヒメハゼ Vanderhorstia puncticeps

と同定される 1 標本が得られた．本標本は本種の

標本に基づく琉球列島沖からの初記録かつ，国内

における南限記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Iwata et al. (2007) にしたがっ

た．頭部感覚器官の名称は明仁ほか（2013）にし

たがった．標準体長は体長または SL と表記した．

計測はデジタルノギスを用いて 0.01 mm 単位ま

で行い，計測値は体長に対する百分率（%）で示

した．ホオベニオトヒメハゼの色彩の記載は，

Fig. 1 に基づく．本報告に用いた標本は，鹿児島

大学総合研究博物館に保管されており，生鮮時の

写真は同館のデータベースに登録されている．本

報告中で用いられている研究機関略号は以下の通

り．BSKU －高知大学理学部；KAUM －鹿児島

大学総合研究博物館；NSMT －国立科学博物館．

　結果と考察

Vanderhorstia puncticeps (Deng and Xiong in Xu et al., 1980)

ホオベニオトヒメハゼ　(Figs. 1, 2; Table 1)

標本　KAUM–I. 88828，体長 33.7 mm，鹿児島

県トカラ列島西方，水深 101 m，2016 年 6 月 4 日．

記載　体各部の体長に対する割合を Table 1 に

示す．背鰭鰭条数 VI-I, 11，臀鰭鰭条数 I, 11，胸

鰭軟条数 20，尾鰭分枝鰭条数 7+7，縦列鱗数 26，

背鰭前方鱗数 0，第 2 背鰭起部から臀鰭起部まで

の横列鱗数 8．

体は細長く，やや側扁する．吻端はやや尖る．

鼻孔は 2 対で眼窩の直前に位置する．管状の前鼻

孔と円形の後鼻孔は互いに接近する．口裂は斜位

で大きい．上顎後端は眼の中間直下に位置する．

眼は大きく，その大きさは吻長より大きい．両眼

間隔は非常に狭い．鰓孔は大きく，眼の後縁直下

で峡部と癒合する．両顎には先端が内側に大きく

曲がった犬歯状円錐歯が並ぶ．上顎の歯はほぼ同

じ大きさで，唇に覆われる．下顎側方部の 2–3 本

の歯はやや大きい．

背鰭は 2 基で，両背鰭は近接する．第 1 背鰭

を畳んだ後端は第 2 背鰭起部を越える．背鰭棘は

第 1–4 棘がやや伸長する．背鰭軟条は第 10 軟条
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が最長．臀鰭起部は背鰭第 2 軟条基部直下，最終

軟条は背鰭第 11 軟条基部直下に位置する．背鰭

と臀鰭の後端は尖る．尾鰭は尖形で，後端は伸長

する．胸鰭は長く，その後端は尖り，第 2 背鰭起

部の鉛直線を越える．腹鰭軟条は全て分枝する．

畳んだ腹鰭は第 2 背鰭起部直下に僅かに達しな

い．体は頭部，各鰭基部を除き，櫛鱗で覆われる．

頭部には前眼肩胛管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，

F，G および H’ がある．後鰓蓋管に開孔 K’ と L’

がある．前鰓蓋管に開孔 M’，N および O がある．

頭部側線の開孔と孔器列は Iwata et al. (2007) で図

示された特徴と同様のパターンを示す．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体の地色は薄い

灰色．吻部は黄色．眼後端から項部にかけて黄色

斜走帯が 1 本ある．頬部から鰓蓋上端にかけて黄

色の楕円形斑が 4 つ，小円形斑が 5 つ斜めに並ぶ．

楕円形の斑は等間隔に並び，その間に小円形斑が

散在する．鰓蓋中央部に黄色がかったオレンジ色

の大きな斑が 1 つある．体に不明瞭で細い黄色横

帯が 8 本，不明瞭な黒色斑が 5 つある．8 本の黄

色横帯のうち，1–3 本目は第 1 背鰭基底間，4–7

本目は第 2 背鰭基底間，および 8 本目は尾柄部に

位置する．各鰭の地色は半透明の白色．第 1 背鰭

の先端は黄色がかったオレンジ色で，その下方に

沿って白色線がある．背鰭と尾鰭縁辺は黄色で縁

取られる．背鰭と尾鰭上部には多数の小黄色斑が

ある．第 1 背鰭の黄色斑は密にはいり，斑が連な

る．臀鰭には細い黄色帯が水平方向に 1 本ある．

胸鰭基部上方に不明瞭な黄色斑が 1 つある．腹鰭

は鰭条に沿った 1 黄色帯がある．

固定時の色彩：吻部の黄色，眼後端から項部

にかけて黄色斜走帯，頬部から鰓蓋上端にかけて

の黄色斑，鰓蓋中央部の黄色がかったオレンジ色

斑，および胸鰭基部上方の黄色斑は全て白色にな

り，明瞭に残る．体にある 8 本の黄色横帯は消失

し，5 つの黒色斑は残る．背鰭と尾鰭の縁辺の黄

色，臀鰭の黄色帯は黒色になる．第 1 背鰭先端の

黄色がかったオレンジ色，背鰭と尾鰭上部の小黄

色斑は消失する．腹鰭は黒色．

分布　中国浙江省温州（Deng and Xiong in Xu 

et al., 1980），静岡県大瀬崎（御宿・瀬能，2011），

神 奈 川 県 相 模 湾， 高 知 県 土 佐 湾（Iwata et al., 

2007），および鹿児島県トカラ列島西方（本研究）

Fig. 1. Fresh specimen of Vanderhorstia puncticeps collected from off the Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 88828, 
33.7 mm SL).

Fig. 2. Distributional records of Vanderhorstia puncticeps. Stars 
and circles indicate records based on collected specimens and 
photographs respectively.
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からのみ記録がある（明仁ほか，2013；本研究：

Fig. 2）．

生息状況　ホオベニオトヒメハゼ Vanderhorstia 

puncticeps は水深 60–80 m を中心に，最深 123 m

の深場から採集されている（Deng and Xiong in 

Xu et al., 1980；Iwata et al., 2007； 御 宿・ 瀬 能，

2011）．本報告でも水深 101 m の深場から採集さ

れた．本種が含まれるヤツシハゼ属 Vanderhorstia

はテッポウエビ類と共生することが知られてお

り， ホ オ ベ ニ オ ト ヒ メ ハ ゼ Vanderhorstia 

puncticeps もテッポウエビ類と共生しているとこ

ろが確認されている（御宿・瀬能，2011）．

備考　記載標本は背鰭鰭条数が VI-I, 11，縦列

鱗数が 26，背鰭前方鱗数が 0，第 2 背鰭起部から

臀鰭起部までの横列鱗数が 8，眼後端から項部に

かけて黄色斜走帯が 1 本あること，頬部から鰓蓋

上端にかけて黄色斑が斜めに並び，鰓蓋中央部に

黄色がかったオレンジ色の大きな斑が 1 つあるこ

と，第 1 背鰭の先端は黄色がかったオレンジ色で，

その下方に沿って白色線があること，および臀鰭

には細い黄色帯が水平方向に 1 本あることなどの

特 徴 が Vanderhorstia puncticeps を 再 記 載 し た

Iwata et al. (2007) や本種の生態写真を初めて報告

した御宿・瀬能（2011）の示した特徴とよく一致

This study Iwata et al. (2007)
KAUM–I. 88828 NSMT-P R798 BSKU 77244

Female Male Male
 Standard length (mm; SL) 33.7 　 39.9 33.3
 %SL
  Head length 26.9 26.9 25.9
  Head width 11.9 14.5 12.6
  Head depth 16.6 16.0 15.6
  Snout length 5.1 5.4 5.6
  Eye diameter 8.6 9.5 7.7
  Interorbital width 1.0 1.2 1.3
  Nape width 10.4 10.5 10.4
  Jaw length 13.0 12.5 12.7
  Body depth 17.6 15.1 14.9
  Body width – 13.0 13.1
  Pre-dorsal-fin length 32.5 29.4 32.9
  Pre-pelvic-fin length 31.0 35.1 32.6
  Pre-anal-fin length 54.1 55.1 55.4
  Caudal-peduncle length 19.2 21.0 20.8
  Caudal-peduncle depth 9.3 9.9 9.1
  1st dorsal-fin base length 15.0 19.6 19.2
  2nd dorsal-fin base length 26.7 26.4 30.0
  Anal-fin base length 25.2 26.3 26.3
  Pectoral-fin length 28.4 26.2 26.5
  Pelvic-fin length 19.7 19.0 19.6
  Caudal-fin length 36.2 37.2 39.7
  Length of 1st spine of 1st dorsal fin 21.0 24.4 22.8
  Length of 2nd spine of 1st dorsal fin 20.8 24.5 22.1
  Length of 3rd spine of 1st dorsal fin 20.5 24.5 21.0
  Length of 4th spine of 1st dorsal fin – 21.7 19.0
  Length of 1st spine of 2nd dorsal fin 9.6 9.9 10.3
  Length of 1st ray of 2nd dorsal fin 11.7 12.8 12.8
  Length of longest ray of 2nd dorsal fin – 22.2 20.9
  Length of 1st spine of anal fin 8.4 8.4 7.3
  Length of 1st ray of anal fin 11.5 10.5 10.7
  Length of longest ray of anal fin 18.7 21.4 –
  Length of 1st spine of pelvic fin 4.3 6.7 5.8
  Length of 1st ray of pelvic fin 9.7 8.9 10.0
  Length of 4th ray of pelvic fin 15.5 16.6 18.2
  Length of 5th ray of pelvic fin 16.7 　 17.9 18.1

Table 1. Proportional measurements of Vanderhorstia puncticeps.
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した．

Iwata et al. (2007) は Vanderhorstia puncticeps の

色彩について，体に細い黄色横帯が約 9 本あると

した．一方，記載標本の体にある細い黄色横帯は

8 本と僅かに異なる（本研究）．しかし，この他

の特徴は Iwata et al. (2007) と一致し，体各部の計

測値も Iwata et al. (2007) が示した値と同じか非常

に近い値となったため（Table 1），この相違は本

種の種内変異であると考えた．

Deng and Xiong in Xu et al. (1980) は中国浙江省

温 州 か ら 得 ら れ た 7 個 体 の 標 本 に 基 づ き，

Ctenogobius puncticeps を新種記載した．その後，

Iwata et al. (2007) は本種を日本（神奈川県相模湾

と高知県土佐湾）から初めて記録するとともに

Vanderhorstia に帰属させ，標準和名「ホオベニオ

トヒメハゼ」を提唱した．Iwata et al. (2007) 以降

における V. puncticeps の報告は本種の生態写真を

初めて報告した御宿・瀬能（2011）のみであるた

め（明仁ほか，2013），本報告で記載した鹿児島

県トカラ列島産の標本（KAUM–I. 88828，体長

33.7 mm）は琉球列島沖からの初記録かつ本種の

国内における南限記録となる．
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